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する文献も 7頁にわたってあげられている。原色図がやや小さいが，内容の豊富な乙とは

これを補ってあまりがある。初心者が採集品の名をしらべるのにも好適であるが，更に進

んで海藻の研究11:進む人11:，叉採集を指導する方々にはこの上ない良い手引きであろう。

(保育社発行， 1，200円)
(東海区水産研究所須藤俊造)

学金銭事

日本藻類学会第4回総会記事

本会第4回総会は恒例1<:'依り日本植物学会大会が札幌市北海道大学で閲かれたのを機

会l乙，去る 7月12日午後8時より同大学附属植物園前の水産会館で関催された。出席会

員は41名で，その他1<:'水産業者代表が数名出席し盛会であった。次IL.当日の模様を総会次

第IL.従って報告をする。

開会挨拶: 中村幹事

会長挨拶: 山田会長

(要旨) 本会発会以来8年を閲し，現在会員も 265名を数えていよいよ会の韮礎も充

実したので今後とも我が国務類学の発展のため努力したい。

一方，国際藻類学会設立の機運もあり，米国加州大学パーペンフス教授よりの照

会i己対しては，本会々員中より入会希望者が33名あったので，この旨を返事したが

その後の動向は不明である。

議長選出: 恒例により地元より時国郷氏を選出した。

庶務会計報告: さきに本誌第4巻第1号l乙同封した 30年度報告の通りに川崎幹事

(庶f!)及び舟橋幹事{会計)より報告と質疑1<:'対する応答があった。

議 事: 議題は提出きれなかったが雑誌「藻類」の編穏を中心l己活渡な質疑応答

が行われた。その要旨とすると乙ろは「藻類」の内容が原著論文偏重の傾向があって藻学

の一般的な普及の点に欠ける恐れがあるので会員全般に親しみやすい綜説，雑録等を出来

るだけ多〈掲載せよとの希望であり，乙れに対し会長より善処の約束と共1<:'会員諸氏の御

協力の要請があった。

閉会挨拶: 中村幹事

講 演: 小惑の後問中剛民の司会で講演に穆った。講師と演題は次の通りである。

(1) 沢村政成民(道庁水産製品課j 磯前並びl乙戦後1<:'於ける本道コンブ海童話類の生

産消流状況

問中村議郎民(北大海藻研) コンブiffi殖上の諸問題

沢村氏は詳細なるデーターを示3れ，叉巾村民は宝附海!戸で行った悶殖i誠験の幻妓を

使用されて道内1<:'於けるコンブをーはじめ有用昔話類の生産・状況や悶殖問題IL.関して有益な解
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説をされた。

なお講演終了後，同じ会場で北海道漁業組合連合会及び水産研究会共催の懇談会が催

され，時国鯨民の司会により札幌名物のビールを始め数々のもてなしを受けながら自己紹

介及び会員と水産業者との聞にコンブ，ノ~ ，テングサ，フノリ或はアヲノリ等の有用海

音楽類についてそれぞれの立場から意見が述べられ，叉質疑応答などもあってなごやかな中

にも有意義な会を閉ぢfこ。終了午後九時。

なお今回の総会及び懇談会については上記道漁連並びに水産研究会より多大の御援助

を頂いた。乙乙 1<:'特記して深謝の意を表する。

絡会出席会員

秋山 優 安藤芳朗 浅利政俊 福原英司

福島 博 舟橋説往 藤田征晴 長谷川由雄

平野和夫 平野 実 広瀬弘幸 稲垣貫一

入来義彦 一戸正憲 笠原和男 川端清策

川崎昭二 北見秀夫 小林艶子 黒木宗向

正置富太郎 三上日出夫 中村義輝 野田光蔵

大房 岡日 尾形英二 近江彦栄 阪弁与志雄

佐々木正人 佐々木 茂 佐藤正己 瀬木紀男

須藤俊造 田中 同日 田沢伸雄 千原光雄

時田 旬E 辻 寧昭 梅崎 男 渡辺 篤

山田幸男 (ABC順)

本会会員三谷進民は去る 1月 24日京都に於て逝去されました。謹んで会員諸君1<:'報

じ哀悼の意を捧げます。

昭和31年8月 日本藻類学会
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